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組織の概要 

１）事業者名及び代表者名 

有限会社三興精機製作所 千葉工場 

代表取締役  土屋 栄一 

 

  ２）所在地 

〒286-0221 

千葉県 富里市七栄南内野 199-90 

 

  3）事業活動の内容 

    精密部品製造一般(金属切削加工及び樹脂切削加工) 

     

4）事業規模 

   千葉工場 

項目 単位 2020 年度 

（2020.7.1-2021.6.30） 

2021 年度 

（2021.7.1-2022.6.30） 

2022 年度 

（2022.7.1-2023.6.30） 

売上高 百万円 72 63 65 

従業員数 人 6 6 6 

自社敷地面積 

事業所床面積 

㎡ 

㎡ 

991 

598 

991 

598 

991 

598 

 

２．対象範囲 

環境管理責任者及び連絡先 

EA-21 責任者  ： 専務取締役 土屋 和太  

 

TEL   ： 0476-93-2686 

FAX   ： 0476-93-1530 

E‐mail ： sankou-kennsa@mbr.nifty.com 

 

当社のエコアクション２１活動は、下記記載の全組織、全活動を対象に実施しています。 

認証・登録対象事業所の所在地は以下の通り 

対象事業所 有限会社三興精機製作所 千葉工場 

所在地 千葉県 富里市 七栄南内野 199-90 

登記上の本社 東京都 品川区 大井 1-38-7 三興精機製作所内 

※登録上の本社には、千葉工場の業務はありません(認証・登記範囲には含まれない)。 

 

対象部門の主要業務内容は以下の通り 

対象部門 対象部門の活動 

工場  

  

製造部門 精密部品製造一般(金属切削加工及び樹脂切削加工) 

事務部門 上記活動に伴う事務活動 
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３． 環境経営方針 
 

                  基 本 理 念 
有限会社三興精機製作所は、精密部品の切削加工メーカーとして、すべての企業活
動及び社員行動を通じ、課題とチャンスを踏まえ、常に環境との調和を図り地域会社
との共存を考え、環境保全活動を推進する。 
 

基 本 方 針 
１．企業活動が環境に与える影響を自覚し、その改善を実行します。 
２． 環境関連法規及び当社が同意するその他の要求事項を遵守します。 
３． 環境マネジメントシステムを構築し、継続的に改善します。 
  

取 り 組 み テ ー マ 
 

①二酸化炭素排出量削減 

・電気使用量の削減 

・ガソリン使用量の削減 

 

②廃棄物排出量の削減 

・OA 紙の使用量削減 

 ・一般廃棄物の排出量削減 

 

③水使用量の削減 

・水道水使用量削減 

 

④化学物質使用量の削減 

・洗浄液の削減 

・潤滑油の削減 

 

⑤環境に配慮した製品の開発・製造・提供と技術力向上 

   ・材料の安全性証明への対応 

   ・多能工化推進 

 

この環境経営方針は全従業員に周知すると共に公表します 

 

                                                             制定 2017 年 7 月 3 日 

改定 2021 年 11 月 1 日 

 

有限会社三興精機製作所 

                                          代表取締役 土屋 栄一 
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４．エコアクション２１推進体制 

 2023 年 7 月 12 日 現在

佐藤　有紀 小林　奈津季

工場本社

事務部門 製造部門

代表者(代表取締役)

土屋　　　栄一

EA21責任者

土屋　和太

EA21事務局

佐藤　有紀

 

 

 

責任と権限 

代表取締役 １．環境管理責任者の任命 

 ２．環境方針の制定 

 ３．環境経営システムの実施および管理に必要な資源の準備 

 ４．推進体制の構築 

 ５．環境経営システムの定期的見直しの実施 

 ６．環境活動レポートの発行責任者 

 7. 課題とチャンスの決定 
EA21 責任者 １．環境経営システムの確立、実施および維持するための処置 

 ２．社長に対し、環境経営システムの実績報告 

 ３．環境関連法規の取りまとめ及び遵守状況確認 

 ４．環境経営システムの教育・訓練の計画・実施責任者 

 ５．環境活動レポートの作成責任者 

EA21 事務局 1．EA-21 責任者の補佐業務 

 ２．環境目標及び環境活動計画の結果確認と責任者への報告 

 ３．環境文書及び記録の作成、管理 

部門長 １．部門の環境活動の責任者 

 ２．自部門の実施状況を日常的に点検し、改善を指導する 

従業員 1．自部門の目標を実行し、改善に努める 

  

人員構成      
   事務部門 製造部門 計(名) 

 社員 1 4 5 

 パート 0 1 1 

 計 1 5 6 
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５． 環境経営目標 

2020 年度～2022 年度中期環境経営目標は、2019 年度実績から次表のように設定いたしました。 

                                                                      ※電力の排出係数は 0.428kg-CO2 リ

コージャパンの R1 調整後を使用 

[中期計画の主なポイント] 

① 生産数量は 2019 年度実績を毎年 1％増加する。 

② 電力使用量の削減は 2019 年度電気原単位(電気使用量/生産数量)を毎年 1%削減する。 

電気使用量は電気原単位に生産数量を乗じた値とする。 

③ ガソリン使用量削減は電気自動車に置換した 2019 年度実績を維持する。 

④ LPG 使用量の削減は 2019 年度実績を維持する。 

⑤ 自社廃棄物の OA 紙削減は 2019 年度実績を毎年 0.5％削減する。 

⑥ 自社廃棄物の一般廃棄物削減は 2019 年実績を毎年 0.5％削減する。 

⑦ 水使用量削減は 2019 年度実績を維持する。 

⑧ 化学物質使用量削減は洗浄液と潤滑油について 2019 年度原単位(使用量/生産数量)を維持する毎年 

1%削減する。 

⑨ グリーン購入は事務用品を中心に購入を維持するがテーマからは外す。 

⑩ 製品・サービスへの環境配慮については 1)材料の安全性証明対応、2)社員の技能向上教育について 

取り組む 

2019年度

基準値

2019年7月～

2020年6月 目標 目標 目標

1.0% 1.0% 1.0%

9,837 10,189 10,291 10,394

-0.01 -0.02 -0.03

[kWh/kg] 11.92 11.91 11.9 11.89

[kWh] 117,222 121,351 122,462 123,582

[kｇ-ＣＯ2] 50,171 51,938 52,414 52,893

240 170 170 170

[kｇ-ＣＯ2] 557 557 557 557

71 144 143 141

[kｇ-ＣＯ2] 213 213 213 213

二酸化炭素排出量の削減 [kｇ-ＣＯ2] 50,941 52,708 53,184 53,663

廃棄物の削減 -0.5% -1.0% -1.0%

1) OA紙使用量 [kg] 24.0 14.0 14.0 14.0

2) 一般廃棄物(可燃性廃棄物) [kg] 690.0 686.6 683.1 679.7

[㎥] 96.0 134.0 132.7 131.3

化学物質使用量の削減 -0.01 -0.005 -0.005

[ℓ/kg] 0.051 0.0432 0.0427 0.0422

[ ℓ ] 500 440 439 439

[ℓ/kg] 0.0669 0.0432 0.0427 0.0422

[ ℓ ] 530 440 439 439

グリーン購入の推進

  グリーン購入実績 ― ―

製品・サービスへの環境配慮

1) 材料の安全性証明対応 ― ―

2) 技能向上教育 ― ―

項目 単位

2020年度実績
（2020年7月～2021年6月）

2021年度
（2021年7月～2022年6月）

2022年度
（2022年7月～2023年6月）

2.ガソリン使用量の削減
[ℓ]

[kg]

2

3 水使用量の削減

3.LPG使用量の削減

1

生産数量 [kｇ]

1.電力使用量の削減

チェックシートにて定性評価

1) 洗浄液

2) 潤滑油

4

5

6

2019年度実績維持

2019年度実績維持

2019年度実績維持

チェックシートにて定性評価

チェックシートにて定性評価
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６．主要な環境活動計画の内容 (2020 年度～2022 年度) 

 

1) 二酸化炭素排出量の削減 工場 土屋　和太

事務 小林奈津季

1.事務所、工場内での電力使用量の削減

①未使用時の電気消灯の徹底

②空調温度管理（夏25度・冬20度）

③タイマー付コンセント使用し待機電力削減

2.商用車ガソリン使用量の削減 全社 土屋　栄一

①「エコドライブ10のすすめ」回覧及びを車両に掲示

②車両の走行距離、燃料使用量管理

2) 紙の使用量削減 全社 小林奈津季

社会生活で不可欠なのでの削減を目標にしました。

①電子メールの利用

②コピー用紙の分別保管（片面使用紙）による両面利用推進

3) 廃棄物排出量の削減 全社 佐藤有紀

①分別の実施（紙類、新聞類、等）

②コピー用紙の分別（片面使用紙）による両面利用推進

4) 水資源使用量の削減　 全社  三浦　勝也

①節水シール等の表示

5) 化学物質使用量の削減　 全社 下村　昇史

①洗浄液、潤滑油、使用量の削減

6) グリーン購入の促進 全社 飯田　悠希

事務用品購入時にクリーン商品リストにあるものを優先する。

①グリーン商品の把握･･

②切り替え可能商品リストの作成

③切り替え可能商品リストからの順次購入

7) 環境に配慮した製品の開発、製造、提供 全社 土屋　和太

②技術力向上(能力評価と教育実施)

当社の廃棄物のほとんどを占める一般廃棄物（可燃ごみ）の削減を目標に
しました。

当社の水資源使用量の削減は、トイレ、台所、製品洗浄で使用する水道使
用量を目標にしました。

化学物質適正管理として当社で使用している洗浄液と潤滑油が重要と考え
目標にしました。

製品及びサービスへの環境配慮として使用する材料や製品の品質を確保
する。

①RoHS指令、REACH規制等の要求に対するトレサビリティ―体制維持

テーマ 実施責任者

当社ＣＯ2の排出量の96.76％を占める電気使用量とガソリン使用量によるＣ

Ｏ2削減を目標にした。
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７-1) 2021 年度環境経営目標の達成状況と次年度の取組内容 

2022 年度の環境経営目標値は 2021 年度実績から当初計画を次のように改定して取り組みました。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

承認 作成

2022年度目標見直し 作成　2023年3月10日
土屋 土屋　和

2019年度

基準値

2019年7月～

2020年6月 目標 目標

1%増

9,837 9,881 10,394 9,980

原単位-0.01

[kWh/kg] 11.92 9.64 9.63 9.63

[kWh] 117,222 95,228 123,582 96,107

[kｇ-ＣＯ2] 50,171 40,758 52,893 41,134

前年事績維持

240 160 170 170

[kｇ-ＣＯ2] 557 371 394 394

前年事績維持

71 109 141 109

[kｇ-ＣＯ2] 213 327 423 327

二酸化炭素排出量の削減 [kｇ-ＣＯ2] 50,941 41,456 53,710 41,855

廃棄物の削減 -1.0%

1) OA紙使用量 [kg] 24.0 14.0 14.0 13.9

2) 一般廃棄物(可燃性廃棄物) [kg] 690.0 686.6 683.1 679.7

前年事績維持

[㎥] 96.0 125.0 131.3 125.0

化学物質使用量の削減 前年事績維持

[ℓ/kg] 0.0547 0.0422 0.0541

[ ℓ ] 500 540 439 540

[ℓ/kg] 0.0384 0.0422 0.0380

[ ℓ ] 530 379 439 379

製品・サービスへの環境配慮

1) 材料の安全性証明対応 ― ―

2) 技能向上教育 ― ―

※購入電力の排出係数は、0.428 ㎏‐CO2/kWh:  (R1実績 リコージャパンの調整後）を採用

項目 単位

2021年度実績
（2021年7月～2022年6月）

2022年度当初計画
（2022年7月～2023年6月）

2022年度改定目標
（2022年7月～2023年6月）

[ℓ]

3.LPG使用量の削減
[kg]

2

3 水使用量の削減

1

生産数量 [kｇ]

1.電力使用量の削減

2.ガソリン使用量の削減

4
1) 洗浄液

2) 潤滑油

5 チェックシートにて定性評価

チェックシートにて定性評価
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環境経営目標に対する達成状況と取り組み結果は、以下の通りです。 

目標達成度と判定：目標達成(100%以上)＝○、もう一歩(95～99%)=△、目標未達(95%以下＝× 
 
1) 製品出荷量 

 
取組  

部門名 

2019 年度    

基準値 

2022 年度 

目標値 

2022 年度    

実績値 

達成率

(％) 
判定 

経営目標結果 代表者 9,837kg 9980kg 9,881g 90 × 

 

2) 二酸化炭素の削減 

 
取組  

部門名 

2019 年度    

基準値 

2022 年度   

目標値 

2022 年度      

実績値 

達成率

(％) 
判定 

経営目標結果 全部門 50,941kg-CO2 41855kg-CO2 41,804kg-CO2 
100 

 
〇 

 

2-1)電力使用量（購入電力） 

 
取組  

部門名 

2019 年度    

基準値 

2022 年度 

目標値 

2022 年度    

実績値 

達成率

(％) 
判定 

経営目標結果 全部門 117,222 kWh 96107 kWh 93392 kWh 103 〇 

取組結果 

①未使用時の電気消灯の徹底 〇 

②空調温度管理（夏 25 度・冬 20 度） 〇 

③ タイマー付コンセント使用し、待機電力削減を主な施策として活動. 〇 

次年度の取組

内容 

1～3 の活動を徹底し目標を達成した。 

次年度も上記３項目を主体に取組みを継続する。 

 

2-2).電力使用量（原単位） 

 
取組  

部門名 

2019 年度    

基準値 

2022 年度 

目標値 

2022 年度    

実績値 

達成率

(％) 
判定 

経営目標結果 全部門 11.92 kWh/kg 9.63kWh/kg 9.45 kWh/kg 102 〇 

取組結果 

① 未使用時の電気消灯の徹底 〇 

② タイマー付コンセント使用し、待機電力削減を主な施策として活動. 〇 

  

次年度の取組

内容 

1～2 の活動を徹底し目標を達成した。 

次年度も上記３項目を主体に取組みを継続する。 

 

3.ガソリン使用量（商用車） 

 
取組   

部門名 

2019 年度    

基準値 

2022 年度  

目標値 

2022 年度   

実績値 

達成率

(％) 
判定 

経営目標結果 全部門 240 ℓ   170 ℓ 160 ℓ 106   〇 

取組結果 

 

 

① 「エコドライブ 10 のすすめ」を車両に掲示 〇 

②  車両の燃料使用量管理 〇 

③ 電気自動車への置換 〇 

次年度の取組

内容 

① ～②の活動を実施し目標を達成.した。 

来年度も引き続き電気自動車を活用し、今年度実績を維持する。 
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3) 廃棄物の削減 

3-1)OA 紙の使用量削減 

 
取組   

部門名 

2019 年度   

基準値 

2022 年度  

目標値 

2022 年度  

実績 

達成率

(％) 
判定 

経営目標結果 全部門 24 kg 14 kg 14 ㎏ 100 〇 

取組結果 

 
① 電子メ－ルの利用促進 〇 

② 用紙の両面使用 〇 

次 年 度 の 取 組

内容 

上記施策を主に取組み目標を達成した。                           

次年度は今年度実績の 1%減に取り組む。環境活動は上記施策を継続し、進捗状況

の周知を図っていく。 

 

3-2)一般廃棄物(可燃廃棄物)の削減 

 
取組   

部門名 

2019 年度   

基準値 

2022 年度   

目標値 

2022 年度    

実績 

達成率

(％) 
判定 

経営目標結果 全部門 690 kg 680 kg 640 ㎏ 106  〇 

取組結果 

 
①分別の実施（紙類、新聞類、等） 〇 

②コピー用紙の分別保管（片面使用紙）による両面利用推進 〇 

次 年 度 の 取 組

内容 

可燃廃棄物の分別徹底が効果を上げている。 

次年度は今年度実績の 1%減に取り組む。環境活動は引き続き上記取り組みを実施 

していきます。 

 

4) 水使用量の削減 

 
取組    

部門名 

2019 年度   

基準値 

2022 年度 

目標値     

2022 年度    

実績 

達成率

(％) 
判定 

経営目標結果 全部門 96 ｍ3 125 ｍ3 120ｍ3 104 〇 

取組結果 ① 節水シール等の表示 〇 

次 年 度 の 取 組

内容 

日頃の節水活動が成果に繋がった。 

次年度は当初目標値に取り組む。引き続き節水活動を実施します。 

 

5) 化学物質使用量の削減  
5-1) 洗浄液使用量の削減 

 
取組  

部門名 

2019 年度  

 基準値 

2022 年度 

計画値 

2022 年度 

実績値 

達成率

(％) 
判定 

経営目標結果 製造部門 0.051 ℓ/kg 0.0541ℓ/kg 0.0445ℓ/kg 118 〇 

取組結果 ① 洗浄液使用量の把握、削減(使用量目標 540ℓ、実績 453ℓ) 〇 

次 年 度 の 取 組

内容 

日頃の洗浄液の適正利用が成果に繋がりました。 

次年度は当初目標値に取り組み、環境活動計画は引続き上記確認を実施していき

ます。 

  
5-2) 潤滑油使用量の削減 

 
取組 

部門名 

2019 年度   

基準値 

2022 年度 

計画値 

2022 年度 

実績値 

達成率

(％) 
判定 

経営目標結果 製造部門 0.054 ℓ/kg 0.0380 ℓ/kg 0.0369ℓ 104 〇 

取組結果 ➀潤滑油使用量の把握、削減(使用量目標 379ℓ、実績 365ℓ)   〇 

次年度の取組

内容 

 必要最小限の使用に努めた。 

来年度は当初目標値に取り組み、環境活動計画は引続き上記確認を実施

していきます。 
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6) 製品サービスへの環境配慮 

●材料の安全性証明対応と技能向上教育 

 部署名 実施内容 実施率(%) 判定 

安全性証明発行 製造部門 材料試験成績書、chemSHERPA 提出   100 〇 

技能向上教育  製造部門 1 名  新機械運転技術習得   100 〇 

 

安全性証明はご依頼のあった事業者へは右図に示した 

材料試験成績書(chemSHERPA)を提出しました。 

又、技能向上教育では昨年入社社員へ操作方法の 

OJT 教育を実施しました。 

7) ちば SDGs パートナー登録制度に申請し認可されました。 
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７-2) 2021 年度環境経営計画の実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年次評価

1) 二酸化炭素排出量の削減 工場 土屋　和太

事務 小林奈津季

1.事務所、工場内での電力使用量の削減

①未使用時の電気消灯の徹底

②空調温度管理（夏25度・冬20度）

③タイマー付コンセント使用し待機電力削減

2.商用車ガソリン使用量の削減 全社 土屋　栄一

①「エコドライブ10のすすめ」回覧及びを車両に掲示

②車両の走行距離、燃料使用量管理

2) 紙の使用量削減 全社 小林奈津季

社会生活で不可欠なのでの削減を目標にしました。

①電子メールの利用

②コピー用紙の分別保管（片面使用紙）による両面利用推進

3) 廃棄物排出量の削減 全社 佐藤有紀

①分別の実施（紙類、新聞類、等）

②コピー用紙の分別（片面使用紙）による両面利用推進

4) 水資源使用量の削減　 全社  三浦　勝也

①節水シール等の表示

5) 化学物質使用量の削減　 全社 下村　昇史

①洗浄液、潤滑油、使用量の削減

7) 環境に配慮した製品の開発、製造、提供 全社 土屋　和太

②技術力向上(能力評価と教育実施)

評価：　◎大変良く出来た。〇実施した。△改善の余地があった。✕活動が無かった。

〇

製品及びサービスへの環境配慮として使用する材料や製品の品質を確保
する。

①RoHS指令、REACH規制等の要求に対するトレサビリティ―体制維持

◎

〇

当社の廃棄物のほとんどを占める一般廃棄物（可燃ごみ）の削減を目標に
しました。

△
当社の水資源使用量の削減は、トイレ、台所、製品洗浄で使用する水道使
用量を目標にしました。

△
化学物質適正管理として当社で使用している洗浄液と潤滑油が重要と考え
目標にしました。

テーマ 実施責任者

◎

当社ＣＯ2の排出量の96.76％を占める電気使用量とガソリン使用量によるＣ

Ｏ2削減を目標にした。

◎
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8-1)次年度の環境経営目標及び環境経営計画について 

  2023年度は 2022年度の実績を基に環境経営目標を下記のように見直しして取り組みます。 

 

※電力の排出係数は 0.428kg-CO2 リコージャパンの R1 調整後を使用 

 
 2023年度環境経営目標の主な改定点 

1) 製品出荷量は 2022 年度実績の 1%増とする。 

2) 電気使用量は 2022 年度原単位実績を 0.01%削減する。 

3) ガソリンと LPG使用量については 2022年度実績を維持とする。 

4) 水使用量については 2022年度実績を維持する。 

承認 作成

中期環境目標 (2023年度～2025年度) 作成 2017.7.1
改定 2018.7.1 土屋 土屋　和
改定 2019.7.1

改定 2023.7.12

2022年度

基準値

2021年7月～

2023年6月 目標 実績 目標 実績 目標 改定目標

-0.50% -1.0% -1.5%

43,643 43,425 43,207 42,988

-0.50% -1.0% -1.5%

93,392 92,925 92,458 91,991

[kｇ-ＣＯ2] 39,972 39,772 0 39,572 0 39,372

-0.50% -1.0% -1.5%

160 159 158 158

[kｇ-ＣＯ2] 371 369 0 367 0 366

-0.50% -1.0% -1.5%

73 73 72 72

[kｇ-ＣＯ2] 219 218 0 217 0 216

廃棄物の削減 -0.50% -1.0% -1.5%

1.OA紙使用量 [kg] 14.0 14 14 14

2.一般廃棄物(可燃性廃棄物) [kg] 640.0 637 637 637

-0.50% -1.0% -1.5%

[㎥] 120.0 119 119 118

化学物質使用量の削減 -0.50% -1.0% -1.5%

1.洗浄液 [ ℓ ] 453 451 448 446

2.潤滑油 [ ℓ ] 365 363 361 360

製品・サービスへの環境配慮

1.材料の安全性証明対応 ― ― ― ―

2.技能向上教育 ― ― ― ―

※購入電力の排出係数は、0.428 ㎏‐CO2/kWh:  (R1実績 リコージャパンの調整後）を採用

2024年度
（2017年7月～2018年6月）

2025年度
（2018年7月～2019年6月）

1

二酸化炭素の削減 [kｇ-ＣＯ2]

1.電力使用量の削減　係数
0.428

[kWh]

3 水使用量の削減

項目 単位

2023年度
（2017年7月～2018年6月）

2.ガソリン使用の量削減 係数
2.32

[ℓ]

[kg]

3.LPG使用量　係数3.0

2

4

5 チェック

シート評価

7 売上高 百万円 65

8 生産数量 トン
0.98
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4)  OA紙の削減については 2022 年度実績を維持とする。 

  5)  化学物質の削減については洗浄液、潤滑油とも 2021 年度原単位実績を 0.005 削減する。 

8-2) 次年度の環境経営計画について 

   2023 年度は 14ページの中期環境経営計画の主要な内容を継続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

9．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟等の有無 

当社が遵守すべき環境関連法規は以下のとおりです。 

・消防法 

・フロン排出抑制法 

・道路交通法 

・浄化槽法 

・廃棄物処理法 

・自動車リサイクル法 

・家電リサイクル法 

・千葉県廃棄物処理の適正化に関する条例 

・富里市環境基本条例 

・富里市火災予防条例 

・水質汚濁防止法 

2022 年 7 月 12 日に遵守状況評価した結果、違反等はありませんでした。 

また、関係機関からの指摘及び訴訟等、過去３年間有りませんでした。 
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10．代表者による全体評価と見直し・指示 

 社長による全体の評価と見直し・指示 

日 時   2023 年 7 月 21 日  17:00～17:30 
承 

認 
土屋 栄一 

場 所 （有）三興精機製作所 千葉工場 
作 

成 
土屋 和太 

出席者 土屋 栄一、社員 7 名 

レビュー 

内容 

項目 環境管理責任者からの報告内容 

環境経営システム構築 変更なし 

法規制事項の順守評価結果 
2023 年 7月 21 日に[環境関連法規制等一覧/遵守

状況チェック]で問題無い事を確認しました。 

 

環境目的及び目標の達成状況 

 

2022 年度は生産微減となりました。しかし、電気

使用量は累計・原単位とも目標を達成しました。

又、ガソリンは電気自動車に代わり前年に続き使

用量目標を達成しました。一方、LP ガスや水使用

量についても目標を達成しました。又、OA 紙・一

般廃棄物についても目標を達成しました。 

化学物質は洗浄剤は減少しました。潤滑油目標を

達成することが出来ました。 

外部からの苦情・要望 

2022 年度(2022 年 7 月 1 日～2023 年 6 月 30 日)
は外部からの苦情や行政からの指導等はありませ

んでした。[外部コミュニケーション記録] 

緊急事態の想定及び訓練 
2023 年 6月 30 日に油流出を想定した緊急事態対

応テストを実施しました。[緊急事態対応記録] 

是正・予防処置 

2022 年度(2022 年 7 月 1 日～2023 年 6 月 30 日)は

是正・予防処置に該当する案件はありませんでし

た。 

 

改善に向けた提案等 

 

2023 年 3月 10 日に実施された EA21 更新審査で次

の A 指摘 2 件があった。 

➀原単位管理テーマの実績を金額で効果金額を表

し全社員知らせる- - -2021 年度実績確定後実施

予定 

➁次回の審査は 6 か月早める- - -検討する。 

レビュー 

結果 

項目 変更有無 必要な処置 

環境経営方針 変更なし  

環境経営目標 変更なし 

2023 年度は 2022 年度実績を基に中期計画の当初

目標値を見直して取り組む。 

 

環境経営計画 変更なし  

環境経営システム 変更なし 現状体制を継続する。 

社長から  

のコメント 

EA21 活動の取り組みにおいて 

まず、安全第一で事故、けがのないこと、通常の業務を最優先に考え、

社員の皆さんが現状を理解して、話しあい取り組んで下さい。 

土屋 栄一 

 

2023 年 7月 21 日 

 

  


